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博士論文の要旨  

 

氏 名 松宮 貴之  

 

論文題目 近現代中国の「経世致用」思想と書法への展開―郭沫若を中心として  

 

東アジア文化史と書  

東アジアの文化史に於いて、日本、朝鮮半島、中国は、常に緊密な文化の交流が行われてい

る。遅くとも漢代には、日中の文化の行き来は確認でき、それは、儒教、仏教等の吸収過程からも

大まかに推察できる。日本に於いて中国からの文化の摂取は、その時代の環境、時代情勢によっ

て、それぞれの民族特有の形で、変化して受容された。その流れの中で、古代から近現代までの歴

史上の人物の「書」に現れる「思想」を、時代、地域、文化等のそれぞれの背景のもとに解き明かす

ことも可能であろう。 

基本的には、中国から日本へという流れが近世までの主な潮流であるが、近代からはその潮流は

底流として保守されながらも、西洋文化の受容と言う文脈で、日本から中国へと逆流を見せ、帝国

日本は中国革命の拠点的な地として、その文化的な葛藤の場として機能していた。その実態は、明

治からの北京、東京の帝都政権外交ルート、また江戸以来の所謂「近代東アジアのモダンロード」、

広州、上海、長崎、神戸、横浜ルートによって、中国の旧文化と共に、新文化も日本に経済的側面

と共に流入して、相互に影響しその拮抗の中で、淘汰されていく変貌の時代であったとも観念でき

る。 

日中二百年と西洋化する書と書論  

つまり、中国、また東アジアが「近代」を迎える約２００年前から、急激な西洋化が始まったのであ

る。 

その影響は中国の政治思想をも変容し、その経学が様変わりしていくが、それと共振するように

書、書論も変貌を遂げることになる。 

本論では、特にその経世致用の政治思想が書論に現れるのを清の道光期の阮元の北碑南帖論

と仮定し、その民本主義にスポットを当てることから、稿を起こした。 

そしてその思想を受けたものが、中国から亡命、留学し、日本という場に於いて、さらにその実学

思想を促進させ、康有為、孫文、楊守敬、王国維、羅振玉、蒋介石などが、様々な書の華を開花さ

せた。 

中でも、彼らよりひと世代後になるが、後の中華人民共和国の指導的な立場を取ることになる郭

沫若を、本論中盤からの骨子として、そのモデルとして取り上げた。 

先ずここでは、道光期からの北南帖論の流れから、書道思想を３つに類型化し、進歩派の碑学

派、保守派の帖学派、超進歩派の共産党員の書とし、それぞれの潮流を、政治思想史的に分析し

た。 

在日時代から抗日戦までの郭沫若の学問と書法  

その潮流の中で、郭沫若の書を位置付けし、郭沫若の留学、亡命時代において、日本に於いて

どの様な影響を学芸共に受けたかを分析する。 

留学期の書の作品は管見では、ほとんど残されてはいないが、その当時、思想的には陽明学の



影響を受けていることは、残された史料から相違なかろう。 

そして北伐に伴い、中国に帰国するも、蒋介石との決別によって思想が、決定的に変化し、渡ソ

連を断念し、再度日本に亡命。西洋思想のマルクス主義による歴史、甲骨金文研究に専心、また

日本の左翼人士と交流し、日本の警視庁の監視下に置かれた。 

ここで当時の蒋介石思想批判、唯物歴史学、文字学についても少しく分析を加えた。 

特に周易の解釈、甲骨文「辛」字解釈を中心に論究し、殷代の奴隷制社会についての歴史哲

学を確認した。またその当時に残した書が、東京三鷹のアジアアフリカ図書館に所蔵されており、そ

の書と書学についても論述する。 

その後日中戦争の勃発に伴い再度帰国、抗日文化宣伝の責任者として、その書の持つ意味

も、単なる趣味ではなく、「経世致用」の政治的役割を担い、所謂プロパガンダ化し、第一次郭体を

形成する。 

つまり、本稿で定義した「郭体」とは、単なる中華貴族の文人趣味としてではなく、書に「経世致

用」の役割を担わせるようになった時期から、観念を始めたものであり、その前後の線で明確に峻別

したことを断っておきたい。 

そして、その第一期郭体とは、旧文化（文語）への白話体の導入と位置付けられよう。つまり中華

民族にとっての文化の生命線を、日本など周辺諸国の漢文とは一線を画し、郭沫若は白話に求め

ていたとも解せられる。 

解放後から大躍進政策までの書の在処  

郭沫若は日中戦争終結、国共内戦を経て中華人民共和国の要職に就き、文化行政のリーダと

なって、文字言語政策を主導。当時の書はその模索ぶりを顕著に表す多様な実験作が多い。  

そして 1955 年、その政策が一区切りをつき、百花斉放時代に突入する。その当時の書は、学術

の復興と芸術としての書を謳歌するか如く、抗日戦争以前の文語体の書風が盛り込まれ、裂帛の

気迫と伸縮を伴う爆発的なエネルギーを放出する第二期郭体を形成した。ここで、抗日戦からの周

恩来との影響関係についても言及する。 

しかし、その後の反右闘争に伴い、エネルギーが衰え、その書風はややおとなしい、白話体書風

に少しく揺れ戻った第三期郭体へと変遷する。その頃、大躍進政策に伴う視察の中で、中国各地

にその書を残すことになる。 

  ここまでの書法の文脈では、文語と白話、右派と左派の振り子でほぼ解説できる。  

社会主義運動から文革、そして晩年に於ける書の変貌  

1963 年の満江虹詞の発表以降、孤立する国際情勢の中で、ナショナリズム、また毛沢東の復権

を後押しするような作品が多作され、詩より詞が増える道程の中で、再度エネルギーの溢れる第四

期郭体へと姿を変えて、文革へと突入する。 

ここからは、郭沫若の書は、旧文化、旧詩の在処を求めて、文語、白話の振り子運動と言うより

も、なりふり構わず、より派手で象徴的な左派プロパガンダとしての生き残りの書として邁進する。ま

たまた些か専門的で見解の分かれる点であるが、碑石学派の発展と、金石学の西洋考古学との接

触にともなう変質の中で、郭沫若をいかに位置付けるか、また古典として賞玩されてきた王羲之『蘭

亭序』などの諸写本の位置づけに関する論争に、郭がいかに関与し、そこにはいかなる政治的・時

代的背景が潜在していたか等の論点からも考察を加えた。 

その後文革に至り郭沫若は、詩の制作を辞め、毛沢東の得意とする詞の制作は続けるが、その

書風も毛沢東風の狂草体、所謂文革期書風 (第五期 )へと移るが、その書が残されるのは、文革初



期のもののみで、文革中後期の書は、詞の存在と裏腹に姿を消す。そして文革終結後、また詩と共

に姿を現わすが、それは、エネルギーの衰えた、素朴な第六期郭体と言えるだろう。  

最晩年１９７０年代の第七期の書風は、日中の和平の使者、外交官としての最後の書風だったと

言えるのではなかろうか。そういう意味で、郭沫若の書は、抗日戦からその最期にいたるまで、「経世

致用」の書であり、「近代」から継承された最後の文人の書と言えよう。  

最後の文人、郭沫若  

 また書を、実学、経世致用、政治に用いた象徴的な存在が、この郭沫若だったと言える。  

そして現代中国の書法は、経世致用から国学的な伝統文化、また芸術へとすでに移行し、人民

への服務サービスとして次の在処を求めている。 

近現代中国の「経世致用」思想と書法の展開を最も具に一覧でき、その時代時代の影響を強く

受けた郭沫若の書法を中心に、本論では日中文化交流史を踏まえた東アジアの「近現代の書の変

貌」として鳥瞰する。 

 

 

(備考 ) １．和文で作成する場合は 2,000 字～3,000 字，英文で作成する場合は 700 語～2,000 語

程度で作成すること。 

      ２．用紙の大きさは，日本工業規格 A4 縦型とすること。 
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